ぶ^'こ 自転車のルールを守って、安全走行 


ご相談窓□における個人情報のお取り扱い 

パナソニックサイクルテック株式会社（およびその関係会社）は、お客様の個人情報やご相談内容を、ご相談へ 
の対応や修理、その確認などのために利用し、その記録を残すことびあります。 また、 個人情報を適切に管理し、 
修理業務等を委託する場合や正当な理由びある場合を除き、第吉ちに提供しません。お問い合わせは、ご相談さ 
れた窓□にご連絡ください。 


修理•取扱い .手入れなどは まず、お買い上げの販売店へ ごホ目談くださし、。 



パナソニックサイクルテック株式会社 

干已82 -8501 大阪府柏原市片山町13蚕13号 


◎ 2007 Panasonic Cycle Technology Co., Ltd. All Riahts Reserved. 


NYT956 GO 707 -0 


Panasonic 

取扱説明書 

電動八イブリツド自転車 

SS ま BE - EPZ 01 



※イラストは、イメージ図を使用しています。あ巧やデヴインび、お買い上げいただいた自転車と異なる場合びあ D まず。 


このたびは、電動八イブリツド自転車をお買い上げいただき、まことにありびとうございます。 

取扱説明書と保証書をよくお読みのラえ、正しくお使いください。 特に r ま全上のごま意 J (4 〜8ページ）は、ご使用前 
にがずお読みいただき、ま全にお使いください。 

お読みになった勸ホ、保証書と一緒に大切に保管し、必要なときにお読みください。 

製品を他の人に譲ミ度される場合は、この取扱説明書を一緒にお渡しください。 

お子様びお使いになる場合は、 保護者の方びこの取扱説明書を必ずお読みいたださ、正しい索りかたをご指導ください。 

この自転車は、散歩、買い物などの日常生活用として設計されています。 

新聞配達など、業務用としてご使用にな日ないでください。 


保証書別添付 

♦保註 書は、 r お買い上げ日、,眼売店名」 などの、記入を必ず確かめ、販売店か日お受け取りください。（記入びない場合 
は、無効となります。） 

♦必ず、販売店に 防犯 登録をしてちらってください。（法律で義務付けられています。） 





























〈電動 A イブリツド自転車とは〉 

お買いホめいただいた自転車は、電動補助システムび付いた自転車でず。 

電動八イブリツド自転苗ホ、普通の自転車と異なった部分びありまず。 

この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しく、を全、快適にお乗りください。 

♦お買い求めいただいた電動八イブリツド自お車の特長 

① 巧許証び不要でず。 

電動八イブ I 」ツド自転車は、運転免許証なしで乗ることびでさます。 

② 電動補助力の働さで楽に乗れまず。 

上りあや向い風、荷物を積んだ時などに電動補助力の働きで楽に走れます。 

☆乗る人の踏力、道路の状況、積載荷物の重量等の条件により楽になる度合に差び生じます。 

③ バツテリーび切れても、普通の自転車として走行できまず。 

乗りやす <、こざやすい、人にやさしい設計びなされています。 

④ アシストモード切替機能び付いていまず。 

ペダルを踏む力や走行する道路の状況に応じて、モーターの補助力を選ぶことびでさます。 

⑥リチウムイオン電池を使用していまず。 

メモ U —効果*のむ配び無く、軽量です。また、安全性に優れたマンガンタイプを使用しています。 
※メモリー効果とは、継ぎ足し充電を何度も繰り返すと、見かけ上バツテ U -容量び低下すること。 

•電動補助力（アシストカ）の働きと大きさの変化 

ペダルを踏むと瞬時に、補助力び働さ、自転車の約半分の踏力で走行でさます。 

電動補助力の大きさと補助速度節囲は、走行速度により変化します。 



手元スイッチのアシスト切替ボタンび「強」モードの時は、補助力び「標準」モードより強くなります。 
※走行距離の目安は業界の基準で測定しています。詳しくは、23ページをご覧ください。 

♦巧のようなときはアシストカび働きません。 

〇時速び 24 km / hiU 上のとき。 

〇ペダルを踏む力び弱いとさ。 

ペダルの回転を止めているとさ、自転車び停止しているとさちアシストカは働さません。 

〇バッテ I 」一残量びな < なったとさ。 

バッテ U —の残量び少なくなると、残量表示ランプび点滅します。 
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も< じ 


はじめに 

♦ま全上のご注意（りに） （3) 
♦き部のなまえ（りに） •••• 


巧電のしかた 

参充電しましょう 


乗るまえに 

♦乗るまえの点検と調整 （1)(2) (3) (4) 
♦乗るまえの確認（バツテリーの残量）- • 
♦乗るまえの確認（走行距離の目安）- • 


乗りかた 

♦さあ、乗りましょう！ （1). 

• さあ、乗りましよう！ （2) ヴシストモードの使いかた) 


乗ったあと 

♦乗ったあとの駐輪•施錠 


必要なとを 

参バッテリーについて . 

♦お手入れ/保管/廃棄 . 

♦ま油について . 

♦定期点検/アフターサービス . 

♦盜難補償について . 

♦基準適合 TS マーク（保険付き）について 

♦故障かな？！ . 

♦仕様 . 


はじめに充電のしかた乗るまえに 乗りかた 乗ったあと 


必要なとさ 
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安全 上の ごま意 （1) (必ずお守り<ださい） 


お使いになる人や他の人への危書、財産への損書を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを、なのよラに説 
明しています。 


■表示内容を無視して誤った使し巧をしたときに生じる 
を害や損書の程度を、;欠の表示で区分し、説明しています。 


A 危険 


この表示の欄は、「死亡または重傷 
を負ラことびありかつその切迫の 
度合いび高い危書の程度」です。 


A 警告 


この表示の欄は、 r 死亡または重 
傷を負ラことび想定される危書 
の程度」です。 


A ま意 


この表示の欄は、「障書を負うことび 
想定されるか、または物的損書の発生 
び想定されるを害•損書の程度 J です。 


I お守りいただく内容の種類を、なの絵表示で区分し、 


説明しています。 

(下記は絵表示の一例です。） 

A 

この絵表示は、気をつけていた 
ださたい r ; 主意喚起」内容です。 


このような絵表示は、してはい 
けない「禁止」内容です。 

〇 

この絵表示は、必ず実行してい 
ただく「強制」内容です。 


A 危険 


乂中に擲ず入れ 
たり加熱しない 



破裂によりけび、火災 
のおそれびあ0ます。 


分解や改造は 
しない 



分解禁止 


他の機器に使用 
しない 

ク^ 


0 


専用の 
充電式電池 



発熱、発乂、感電のおそれびあります。 


(+) と(一)を金属等で、 

巧電には、専用の充電器を 

接触させない 

使用する 




発熱、発乂、感電のおそれびあります。 


A 警告 


水を入れたり、水中に 
投下しない 

端テ部から水を入れ 
るとショートして、 
発熱し、火災の原因 
になります。 


0 


傷つし、たまま使用しない 

0 ケースなど、破損したまま使用す 
ると液漏れや発熱の原因に 
なります。 

•お買い上げの販売店で点検を 
ラけてください。 



はじめに 
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調整後の締め付 
けを確認せずに 
乗 5 ない 

(車輪の脱着やサドル- 
バッテリーライ 卜など) 



サドルは r はめ合せ 
限界標識」が見え 
る状態で乗 5 ない 


0 


サドルの折れ 
により、転倒や 
衝突のおそれ 
びあります。 


A 


改造や分解、また指定 
切がの注油はしない 


分解禁止 

ミ主油禁止 


部品の破損や、 
ブレーキび効 
かな<なって 
分解禁止転倒や衝突の 
おそれびあり 
ます。 



A 警告 


分解や改造はしない 



分解禁止 




発熱、発乂、感電のおそれび 
あります。 


電源コードや電源プラグ 
を破損するよラなことは 
しない （傷つけたり加工したり、 

® 熱器具に近づけたり、 

無理に曲ずたり、ねじつ 
たり、引っ張ったり、 
重い物を載せたり、束ね 
たりしない） 


傷んだまま使用すると、感電•シ 
ヨート-発乂の原因になります。 
♦コードやプラグの修理は、販売 
店にご相談ください。 


衝撃を与えたり、落下や水 
濡れをさせない 


0 


1’^ 孤 

発熱、発火、感電のおそれび 
あります。 


コンセントや配線器具の定 
格を超える使い方や、交流 
100 V 1 U 外での使用はし 
ない 

たこ足配線等で、定格を 
( XJ 超えると、発熱による乂 
、ゾ災の原因になります。 

充電端子や電源プラグの 
ほこり等は定期的にとる 

MA ほこりびたまると、湿気 
等で麵不良となり、乂 
災の原因になります。 
♦電源プラグを抜き、乾い 
た巧で巧いて < ださい。 

めれた手で電源プラグの 
巧を差しはしない 

感電のおそれびありま 

ぬれ手禁止 

電源プラグは根元まで確 
実に差し込む 

差し込みび不完全です 
mm と、感電や発熱による 
义災の原因になります。 


専用電池 1 U 外の巧電には、 
使用しない 

電池の液漏れ、発熱に 
よる火災のおそれびあ 
ります。 


0 


幼巧やぺットが触れる所に放置しない 

感電-けびの原因になります。 


充電中はカノ をしたり、上に物を置かない 

内部び発熱し、火災のおそれびあります。 


A 注意 


充電中は長時間、皮膚の同じ場所で触れない 

充電中は、 4 □で〜巨 0 でになる場合びあり、ほ温やけどのおそれびあります。 


''、便''、 

幼転貧 
なてをま 
輪れおり 
車外のあ 


0 


告 


を 
プ物 
ジ出し 
テ突な 
スのし 
ブど着 

八な装 


危おす 
にすま 
どぼり 
なよあ 
者おび 
行をれ 
歩喜そ 


0 


はじめに 
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安全上のごま意 （2) (必ずお守り<ださい） 


交通事故を防ぐために 


自動車や子供にを意! 

ま全を確認し、乗りましょう 


車の横を走る 
とさに！ 


学校や公園が 
近 < にある 
とさに- 


交差点を通る 
とをに！ 



開くドアや人の飛 
び出しにミち意する 


A 



子供の飛び出しに 
注意する 


A 



をが車に巻き込ま 
れないようにミ主意 
する 


A 


転倒事故を防ぐために 


こんな時 


■雨•風•雪のひど 

■夜間や視界の 

いとさは秉5ない 

悪いときは、無な 
乂で乗5ない 


/ CN 觀や転倒する 

1 ^おそれびありま 


参ライトびつかないとさ 
は、巧して歩いてくださ 

バランスを崩し、転倒の 

し、無な火での乗車は、 

おそれびあります。 

法律違反になります。 

こんな場が 

■滑りやすいとこ 

■凹凸の激しいと 

ろでは乗目ない 

ころを走目ない 

(積雪 やず結した道、 

(歩道の段差や、溝な 

鉄板やめかるみなど） 

ど） 

ス1」ップして、 
^ A 転倒のおそれ 
びあります。 

フレーム や車 
輪の損傷や転 
倒のおそれび 
ぁります。 

♦降りて、巧して歩いて 

♦降りて、巧して歩いて 

ください。 

ください。 

ノ 


はじめに 


自転車で道を走る時のルール-マナー 


けびをせずに、他の人にも迷惑をかけないために、乗り方や交通ルールを守りましょう。 


こんな乗り方 


■ 巻き込みやすい物を車輪や 
ギヤに近接させて乗日ない 

(長いスカートやマフラー、傘や 
ぺットのひもなど） 


0 



車輪やギヤに卷さ込まれ、転倒のおそ 
れびあります。 


合図ソがは、 
八ンドルか5 
手を離さない 



バランスびとりにくく、 
転倒のおそれびあります。 


■滑りやすい靴や、かかとの 
高い靴、厚底靴などをはい 
て乗5ない 


0 



ペダルか日足び外れ、転倒のおそれび 
あります。 


I 手や八ンドルに 
荷物をかけたり、 
ぺットをつなが 
ない 


0 



荷物やひをび、車輪に巻き 
込まれたりバランスを崩し、 
転倒するおそれびあります。 


I カーブで 巧がる 
側のペダルを下 


げない 


0 



ペダルび地面と接軸し、 
転倒するおそれびあり 
ます。 


こんな使い方 


■走行 1 U がに使わ 
ない 

(踏み台代わりなど） 


0 



転倒するおそれがあり 
ます。 


■スポークの間に 
固お物（ボール 
など）を入れて 
走5ない 

車輪に卷さ込まれて転 
倒のおそれびあります。 



はじめに 
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安全上のごま意 （3) (必ずお守りください 


■乗るまえに 


まず体に合わせてください 

参図のよラに販売店で調整してちらってください。 
参操作して確認してください。 

① 円滑なぺダ U ングびできる。 

② ブレーキび確実に操作できる。 

③ 八ンドル操作び容易にでさる。 



つま先で踏む両足が地面に着くよラに 


正しい服装で乗ってください 

律輪にきき込まれやすし、服装はしない） 

参チェーンやギヤびむさだしの自転車に棄ると 
さは、必ずズボンのずそをズボンバンドで止め 
てください。 

ズボンの巧れやチェーンへの卷さ込み、ギヤへの 
ひっかかり等を防止するため。 



必ず点、検をしてください 

参必ず、取扱説明書をよく読んで点検して 
ください。 

参わからないときは販売店にネ目談してください。 

参未組立及び未調整の自転車は使用しないで 
ください。 



乗る練習は必ず行つてください 

参練習を空地や公園など安全な場所で、 

行ってください。 

よく練習してから一般道路でお棄りください。 



■柔つたあとは 

♦話輪する時は、他の人に迷惑にならないよう、決められた場所にとめましょう。 
♦盗難防止のため、必ず鍵をかけましょラ。 

参自転車の放置は、他の人に迷惑をかけるばかりでなく、環境悪化の原因となります。 
絶巧に止めましょラ。 


はじめに 
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各部のなまえ （1) 


八ンドル部。 図参照) 

フ□ントキヤリヤ 
フレームキヤ U ヤ 
サドル 
シー トポスト 
カムレパ 

[クイックレ U — ズ式] 

U ヤキャ U ヤ 
リヤリフレクタ (後部反射器) 
どろぶけ 

後ブレーキ [V ブレーキ] 



1本スタンド 
タイヤパレブ 



前ブレーキ 
前ホーク 

スポークリフレクタ 〈前後) 
前八ブ 
スポーク 
U ム 

タイヤ （〔易" 19 ページ） 

ギヤクランク 
ペダル 



■手元スイッチ 

電源ボタン 残量表示ランプ 


アシスト 
切替ボタン 



f 、 

1た tIM 品 自転車本体の他に下記のものが全て 
™ 含まれていることをご確認ください。 

•充電器 

キー番号プレート は、 

♦取扱説明書/保註書 [ 

\ ワイヤ錠から外して、 

♦柔りかた力ード V ^ 

^ 別の場所に保管してく 

♦ワイヤ錠 1 本 

ださい。 

参4, 已，巨 mm 六角棒レンチ 3 本 

—キー番号プレート 

(キヤ U ヤの取り外しは付属の 

六角棒レンチを使用し、販売店に依頼してください。） 

\_ ) 


をブレーキレバー 

にぎり （グリップ） 


八ンドルステム 



イト 

ブレーキワイヤ 
フ□ント U フレクタ 
ベル 

前ブ レーキレバー 

にざり （グリップ） 

八ンド ルバー 
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各部のなまえ （2) 


フ□ント U フレクタ 


可三ミタタ 



リヤリフレクタ 

(後部反射器） 


スポークリフレクタ 


前車輪脱落防止金具 


駆動 ユニッ 

-( バッテ1」一□ックキー） 


バッテリー 

巧量表示ボタン 


パッテリー 
巧量表示ランプ 

(厮22ページ) 


参充電のしかた 

( 〔浸^に〜] 3 • 29ぺージ） 



巧電器 



圓丰—（バツテリー□ツクキ ー） 



♦キーの番号は、控えておいてください。 

(保証書のキー番号欄とこの説明書の3已ページの記入欄に記入でさます。） 
キーを紛失されてち、番号びわかればスペアキーをお巧めいただけます。 
販売店にご相談ください。 


駆動ユニット 



ペダルの踏力を、クランクを通じてトルクセンサーで 
感知し、最適なアシストカをモーターからアシストギヤ 
へ伝えることにより、快適なアシスト走行を実現して 
います。 


はじめに 
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A 碰化 / CN ま全装置は取り外さない 

« 1=1 V y 外したまま使用すると、事故発生の原因になります。 


■安全装置 

スポークリフレクタ 


前車輪脱落防止金具 


リヤリフレクタ 

(後部反射器） 


フ□ント U フレクタ 

(前部反射器） 




※リフレクタが破損した場合は、直ちに新品と交換してください。 



蓮適合 TS マー ク（保険なし） 


/■冨尋 

/このマークは、道路交通法の規定に適合し、国家公安委員会の 
型式認定を取得した製品にのみ表示されるちので、安むして自 
転車としてご利用頂ける証明です。 

(工場出荷時に貼付している TS マークには、保険は付帯されて 
いません。保険付さについては33ページ参照。） 



品番 マーク 


このマークは法律上、自転車として認定されたちのです。 
取り外さないでください。 

(品番マーク） 


品番 

IXX-XXXXXXX 

型式 

XXXXXX 

巧動補な读付自括ま 
型式詔を番号 

XXXX-XX 

ま通自ちま 

型式認定番号 

XXXX-XX 


■ 車体番号倒印位置） 


防犯登録に必要で、目文字（数字と英字）で表示しています。 


参この自転車は（社）自転車協会び定めた自転車安全基準に基づく型式検査に合格した適合車です。 

自転車ま全基準 

「自転車安全基準」は、（社）自転車協会び JIS (日本工業規格）をベースに DIN (ドイ 
ツ規格）など海外の規格や粗悪自転車による自転車事故事例等を踏まえて、消費を 
の安全第一を考えて定めた基準です。 

BAA マーク 

旧 AA マーク」は、自転車安全基準に合格した自転車に貼ることび 
でさるマークです。 

「 BAA マーク」は、自転車の下パイプに貼付されています。 
《 BAA = 自転車協会認証 一 B に YC 1 _E ASSOCIATION ( JAPAN ) 

APPROVED 

i I 

V A-oooooooo 




はじめに 
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巧電しましょう 


1 . 手元スイッチの電源を切る 


手元スイッチ 


電源ボタン 



手元スイッチの電源ボタンを押して電源を切る。 

(全ランプ消な） 

※電源を切らないとトラブルの原因になります。 


2 .バッテリー□ックをがし、バッテリーを弓 I き上げる 

バッテリーを支え、バッテリー□ックキーを反時計方向に90度回す C 
(開錠状態のままキーを固定できます。） 

バッテリーをゆっくり手前に倒す。 

開綻状態のまま 



J 眶 


M 

岭 



固定び可能 
(この巧態ではキーは 
巧けません） 



両手で支えなび5引を上げてがす。バッテリー □ ックキーを時計方 
向に90度戻しキーをがす。 


い（ッテ U —を 取り外 
した後、バッテ U — 
□ック キーを 外し、 
保管して < ださい。 


A 注意 


■バッテリーをまえてか5 

バッテリー□ックキーをまわす 


〇 


落下し、けびをするおそれびあります。 


3.バッテリーを巧電器にセットずる 



電源プラグをコンセント （AC 100 V)に差込み、 
バッテリーを充電器に奥まで押し込む。 


4. 残量表示ランプを確認ずる 



ノ くッテリーの残量表示ランプの点な（赤色)を確認する。 

(充電状態に応じた表示になります。） 




残量表示ランプ点'な.点滅 


残量表示ランプ消な 



(充電中） 


祝電完了） 


♦充電時間の目ま （気温20で） 

100 〇/〇充電まで . 約2.已時間 

(充電時間は、アシストびなくなるまでバッテ U - を使用したときの目まです。） 


充電のしかた 
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ッテリーは酷暑、酷寒、衝撃を避けるのび上手な使い方です。 ） 


5. バッテリーを巧電器わ、5外 r 

残量表示ランプび消打（充電完了）していることを確認し、 
充電器を押さえなび5バッテリーをがした後、 

コンセント （AC100 V)か5電源プラグを巧く。 

※充電器の待機消費電力は約1.已 W です。 


6. 自転車の取付開□部に乗せる 



7.バッテリーを起こず 

バッテリ-を「カチッ」と音びするまで、き直に起こす。 
(パ’ッテリーのカドを支点にして、弧をえびくように起こす。） 

■。は; 

♦装着後、バッテリーを 
手前に引いてみて、確 
実に装着されたこと 
を確認してください。 


除巧電ずるときのポイント。 

♦初めて乗る時や]力月じ(上乗られていない場合は、必ず充電してください。（出荷時は、満充電していません。) 
♦充電時の周囲気温は、10で〜30での場所で充電してください。 

♦充電器には、水やほこりびたま日ないよラ、ごミ主意ください。 

♦充電器は、必ず、外装箱か日出して、ご使用ください。 

(充電中の熱により、ケース等び変形するおそれびあります。） 

♦使用しなくても、3力月に一度は充電してください。に9ページ参照） 


厂お知らせつ 

♦バッテ U - 保護の為に、満充電か日の再充電はできません。 

♦ノ（ッテ U —温度びほい場合は、充電時間び長くなります。 

♦ U チウムイオン電池は、メモ U 効果びありませんので、 U フレッシュ充電は不要です。 
♦長くお使いいただく為に上記内容をお守りください。 （29 ページ参照） 


A 注意 


バッテリーが確実に 

装着されたことを確認する 


〇 


落下し、けびをするおそれびあります。 



手前に倒し、 
持ち上げる 

(充電器を 
押さえなびら) 



充電のしかた 
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乗るまえの点検と調整 （1) 


安全にご乗車いただくため、棄るまえにつざの点検、調整と走行テストを実施する習慣をつけましよラ。 


A 警告 


■ひび割れや変おしたままで走行しない 

ひび割れ 

フレーム体 


ひび割れ 

前ホーク 




ふ<れ 



ギヤクランク 

ひび割れ 
ながり 

ペダルの軸の 
曲がり 


巧れて転倒し、けびのおそれびあります。 

♦ひび割れや変あを見つけた5、すぐに乗るのを止めて、販売店で点検、交換をしてください。 

■ シートポストのはめ合せ限界標識が、見えるまで上げない 



シートポストび折れて転倒し、けびのおそれびあります。 

■乗るまえの点検は、必ず実施する。 

〇 参前後ブレーキの効を、作動の点検をする。 

♦八ンドル-八ンドルステムび、確実に固定されているか点検する。 
♦前後車輪び、確実に固定されているか点検する。 

♦前後タイヤの空気圧び適正か点検する 
事故や転倒のおそれびあります。 


乗るまえに 
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([日常、必ず実施する習慣をつけましょう。） 


U ヤ U フレクタ 

◎割れや、ミちれはないか？ 
◎後からの光を反射するち度に 
なつているか？ 


9 °! 

P 

fh 

v_u _ I 

R R 



90 ° 

1 



輪〈前•後〉 

◎リム . 振れ、変あはないか 

◎スポーク•'巧びり、折れはないか' 

◎八ブ . びたつさはないか？ 

◎タイヤ''•'摩耗、切傷はないか？ 
異物は付いていないか 
空気圧は適正か？ 
(原] 9ページ） 


サドル，シ-トポスト 

◎サ ドルに座って、両足のかかとび、 
地面に着くか？ 

◎はめ合せ限界標識び、見えていないか？ 
◎ペダルをこぐとさ、ひざび八ンドルに 
当たらないか？ 

にざり 〈左•も〉 

◎ひび割れはないか？ 

◎抜けはないか？ 

八ンドル•八ンドルステム 

◎固定は確実か？ 

ライト 

◎点灯するか？ 

◎びたつさはないか？ 

ベル 

◎よく鳴るか？ 

フ□ント U フレクタ 

◎割れやびたつさ、巧れはないか？ 
◎前からの光を反射するち度になってい 
るか？ （ C ^ l 己ぺージ） 

ブ レー キ レバー 〈前•後〉 

◎よ<効くか？ 

◎ワイヤのさびやほつれはないか？ 
•固定は確実か？ •作動は円滑か？ 

キヤ U ヤ 〈前•後> 

◎固定は確実か？ 

ブレーキ （ブレーキシュー)〈前-後〉 
◎すりへっていないか？ 

◎異物は付いていないか？ 

スポーク U フレクタ 

◎割れやびたつきは、ないか？ 

八ブナット 

◎車輪にびたつきは、ないか？ 

バッテリー 

◎正し<取付けられているか？ 

ペダル•ギヤクランク 

◎びたつきは、ないか？ 

チェーン 

◎空回りしないか？ 

◎ル石等び挟まってないか？ 

◎歯飛びや異音(バ U バ U 音等）はないか? 


乗るまえに 
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乗るまえの点検と調整 （2) 



♦八ンドルの点検 


♦アンカーボルトは前ホークステムのびたつ 
さなどを調整するためのちのです。前ホー 
クステムびびたついたり、回転び重い場合 
は販売店にご相談ください。 

左ちに強 < 力を加えてち、 

動かないこと。 


■ フ□ントリフレクタの角度調整 


反射面び地面及び前車輪に巧して直ちになるよラに 
角度を調整してください。 


締付トルク 
(3~4.5) N-m 
K 30 〜4已） kgf ' em } 





乗るまえに 
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みか5ないときは、,眼売店にご相談ください 


ヴドルの調整 


A 警告 


I はめ合せ限界標識が 
見えるまで上げない 

■シートポスト 

はめ合せ 
限界標識 



I カムレバーを回転させて 
締めつけない 


0 



■調整後は必ず点検をする 


〇 



シートポストび折れたり、固定び不安定になり、転倒するおそれびあります。 


A ま意 


〇 


カムレバーをゆるめるときは、ヴドルを支え持つ 

サドルび落下し、手や指をはさむおそれびあります。 



♦高さと向きの調整 

のサドルを支え持つ。 

③ カム レバーを 前方向 
の PEN なの方向）に 
ゆるめる。 i 

③ サドルの高さと向さ 
を調整する。 

④ カムレバーを締める。 

参シートピンの調壁 

細める 




しまる 


トナツト 


カムレノ（一 



ゆるむ 


セツトナット 


カムレノ（一 


クイックシートピンでシートポストを固定するとき、カムレ 
バーを④の方向に閉じてもシートポストの固定びゆるい場合 
は、カムレバーをいったんゆるめ、セットナットを]/2〜]回転 
締込み、再度カムレバーを④の方向に締込んでください。 


巧ド VUD 正しし巧向と角度 

フレーム 



サドル 
フレームと平行に合わせる。 




♦角度の調整は販売店にご相談ください。 


ヴドルの上面と地面を平行にする。 


乗るまえに 
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乗るまえの点検と調整 （3) 


■ブレーキの調藝 


A 警告 


■ □ックナットは確実に締め付ける 

ブレーキの調整び狂い転倒や衝突の原因になります。 


* - 

\ 


♦ブレーキレノ く一の開さ調壁 

手のにざり幅に合ラよラに、調整ねじを回して 
調整してください。 


• ブレーキレノ とグ U ップの間隔 

ブレーキレノ (一とグ I 」ップの間隔は、開放時の 
1/2の位置で、ブレーキび効くよラに、調整する 


♦ブレーキの調整 

ブレーキをかけてよく効かなし、場合には、□ツ 
クナツトをゆるめて、調整ねじで調整した後、 
□ツクナツトを必ずちとどおり確実に締めつけ 
てください。それでち効かない場合は、販売店 
で調整を依頼して < ださい。 





< _ ) 

— 


ブレーキレバー 


レパーの開さ調整ね じ 

※しめる（にざり幅が狭くなる） 

※ゆるめる（にざり幅が広くなる） 
(開放時） 



iU こざり(グ U ッス 

□ックナット調整ねじ 

※しめる（ブレーキが効かな<なる） 



※ゆるめる（ブレーキがよく効く） 


♦前ブレーキ 

① □ツクナツトをゆるめる。 

② 調整ねじを回す。 

③ センタ U ング調整ねじで、 U ムと前 
ブレーキシューのすさ間び左ち均等 
になるように調整する。 

④ 走行してブレーキの効さを確認する。 
⑥調整ねじびゆるまないよう、□ツク 

ナツトを十分に締め付ける。 

参ブレーキワイヤ (前後とも） の点検 


©ドラィバー 

センタ I 」ング 
調整ねじ 

リム 



吕 mm 〜3 mm 


ワイヤキャップ 




ワイヤび切れかかっていないこと。 

ワイヤの先端@に、キャップびついていること。 


乗るまえに 
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みか5ないときは、,眼売店にご相談ください 


空気圧の調整 （前後のタイヤ) 


参適正な空気圧 

自転車に乗った状態で接地部の長さび、約] 0 cm 程度び、適正です。 
圧力計のついたポンプでは、空気圧の測定び巧能です。 

240 kPa に.4 kgf / cm ^ l び適正です。 


タイヤバルブ傑式） 



約10 cm 


ご注意 


♦空気圧びかないとパンクや、タイヤ、 U ムを損傷させる原因になります。 
♦空気圧は自然に減ります。 

♦タイヤバルブの型式は、英式です。 


♦空気の入れ方 

自転車用のポンプを使って空気を入れます。 


■ タイヤについて 


A 警告 


走行前にタイヤに異物が刺さっていないか点検する 

パンクによる転倒の原因になります。 


〇 


• d 議 ■ 

•ス トーブなどの熱源の近くに置かないでください。 

♦ガソ U ン-有機;'容剤-油類び付着したときは、すぐふき取ってください。 


乗るまえに 
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乗るまえの点検と調整 （4) 


■ライトの取付方 


① ホルダーを八ンドルに棄せる。 

② バンドを曰〜因の手順でホルダーに通し、 

1 Om 前方を照らす程度に本体を八ンドルに固定する。 

③ 本体を左ちに回し、光を照射したい方向に合わせる。 

•蔵 

♦本体を逆向さ（八ンドルの下側）に取り付けると、 
雨水などび内部に入り、故障することびあります。 
必ず八ンドルの上側に取り付けてください。 

(お知5せ） 

♦バンドをはずすとさは、レバーを上げなび日あいて 
ください。 


■ライトの取扱い 


A 警告 

■ 夜間や視界の悪いとをは無な义で柔日ない 

衝突や転倒するおそれびあります。 

1 XJ ♦ライトびつかないとさは、巧して歩いてくださ 
し、。無灯火での乗車は、法律違反になります。 

■走りなが!5、スイッチの操作をしない 

片手運転になり、転倒のおそれびあります。 
♦停止して、手で操作してください。 

■ライトの取付がゆるんだまま、走行しない 

/ Ov 前方を照らす角度びくるい、衝突や転倒のお 

1 それびあります。 

♦棄る前に点検してください。 

J 


♦点なのしかた 


スイッチは]回巧すごとに点滅-点灯-消灯を繰り返します。 


スイッ 

参電池の交換方法 

① 電池ふたを前方に巧してはずし電池ケースに電池をいれる。 

② 電池ふたを電池ケースにかぶせ最後まで確実に巧し入れる。 

(お知5せ） 

♦使用時間の目安は、連続点灯4□時間(アルカ U 電池使用時)です。 

♦出荷時に付属の電池はモニター用です。お早めに電池の交換を 
お勧めします。 

♦ライトの球は交換でさません。 

♦取り替えた電池は、地域で定められた条例に従って、処理して 
ください。 

_ y 




乗るまえに 
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([わか5ないときは、,眼売店にご相談ください。） 


■ 乾電池の取扱い 


/ K 危険 


■ 電池の電解液が目、皮膚、巧服に付着したときは、すぐに多量のかで洗い流し、 
医師の治療を受ける 

失明やけびのおそれびあります。 


A 警告 


■ 乾電池の使用は;夕のような使い方をしない 

0 •充電しない 

♦電池を义の中に投入しない 
♦新旧•異種の電池を混用しない 
参電池をショートさせない 
参電池の@©を逆にして使用しない 
♦使用済電池を使用しない 

使いちを誤ると、電池び発熱 • 液ちれ • 破裂したり、けびのおそれびあります。 


乗るまえに 


21 












































乗るまえの確認 ( :バツテリーの残量） 


バッテリーの残量と目的地までの距離をよく確認してくださし、。 

バッテ U —の容量び、どの程度残っているか、又はどの程度充電されているかを知ることびでさます。 

バッテ U —の残量表示ボタンを巧すと、残量表示ランプび、残量を表示します。 

(あくまでち目安としてご使用ください。） 


バッテリー部 

夕妄量表示ランプの表示状況 


バッテリー残量 

20 40 60 80100% 


手元スイッチ部 
夕寞量表示ランプの表示状況 



( お知5せ^ 

♦バッテ U —び新品のときや、長期間使用されていないとき、又は、厳寒の曰や急な坂を登ったときは、 
まれに、残量表示ランプび点打していても、補助カヴシスト）び働かないことびあります。 
このような時は、再度充電してください。 


乗るまえに 
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G 走行距離の目安） 


■走行距離の目安 

満充電後、バッテ U —の残量び0になるまでの目安です。（当社の実験より） 

走行距離の目安は、次の条件で測定しています。 

♦バッテ U —は新品、気温は常温20で、車載質量は乗員60 kg (荷物は無積載の状態。） 

♦アシスト切替の選択状態は標準モード。 

♦実際の走行距離は、気象、道路、整備、乗り方等の条件により走行距離は変化します。 

♦特に強モードの場合、走行距離は条件により大きく左ちされます。目をとして標準モードの約70 %〜80 %程度。 
♦才ートェコモードの場合、走行距離は条件により大きく左もされます。目まとして標準モードの約1已〇%〜1日0%程度。 


走りかた 


走行距離 ( km ) 

10 20 30 40 已〇 


走行条件 


標準モード走行 

(業界統ーテスト条件） 


如 


44 km 


A 


C 

-5 km - 


平坦路 


A は、平坦] km 、 時速1已 km/h 
B は、2度あ] km 、 時速] 0 km/h 
C は、平坦] km 、 時速1已 km/h 
D は、2度あ] km 、 時速20 km/h 
E は、平坦] km 、 時速1已 km/h 


連続走行 




55 km 


時速1日 km/h 


坂道 (勾配2風 



15 km 


時速1日 km/h 


きつい坂道 (勾配4度） 



8 km 


時速7 km/h 


《上記「標準モード走行」は業界で統一のテスト条件です。 


お知5せ） 

♦を期は、バッテ U - の特性上、走行距離び短くなります。 

♦充電回数の増加と使用期間の経過に従い、 ] 回の充電での走行距離びしだいに短くなります。 
♦走行距離は、道路状況や走り方により異なります。 

(積載質量び10 kg 増えた場合、通常にくらべ約] 0 %走行距離び短くなります。） 

♦ペダルび重くなる使い方ほどバッテ U - は早く消耗します。 

♦充電回数び少なくてち、長期間の使用により、走行距離び短くなります。 


乗るまえに 
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さあ、乗りましよう！ （1) 


1 . 手元スイッチの電源を入れる 

ペダルを踏まずに、手元スイッチにある電源ボタンを巧す。 


載原ボタン残屬 



残量表示ランプとアシストランプび全点なし、約2秒後にアシストランプび1打点巧し、残量 
表示ランプび現在のバッテ U —残量を表示します。残量表示ランプとアシストランプび交互 
に点滅する時はペダルに踏力を掛けなしで電源を入れ直してください。巧4ぺージ参照。） 


お知5せ） 

♦停止して10分 LU 上経つと、自動的に電源び切れます。はートオフシステム） 
(再度走行する時は、電源を入れ直してください。） 

2. スタンドを上げてサドルにまたがる 

スタンド □ ックを解除し、スタンドを後方へ完全にはね上げる。 



3.発進ずる 



前を左ちのま全を確認し、ペダルを踏んで発進する< 

(電動補助システムが働き、作動音がします。） 


A 警告 


■けんけん乗り（けり乗り）しない 


0 


転倒や接触事故のおそれびあります。 

♦必ずサドルにまたびって、発進してください。 


※けんけん乗り（けり柔り）とは、 片足でペダルをこざなび b 助走し、反動をつけてサドルにまたびる乗り方です。 


♦電源ボタンを巧した時に手元スイッチの残量表示ラ 
ンプび点灯しない場合は、バッテ U —の充電や固定 
び確実にできているかを確認してください。 
♦慣れるまでは、踏み始め及び坂道を上びり終えた直 
後のアシストカにミ主意してください。 


参走行途中では電源を入れないで<ださい。 

♦停車中は、両足を地面に着けるか、又は、ブレーキを 
かけた状態にしてください。 

♦走行中に通常と異なった音びした場合は、販売店へ 
相談してください。 


( お知5せ） ♦走行中は、ラジオ等に雑音び入る場合びあります。 


乗りかた 
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■荷物を積むとき 


A 警告 


0 


二人乗りをしない 

キヤリヤには積載条件か目外れる荷物を積まない 
〈フ□ントキヤリヤ積載条件> 

♦直接荷物を積まない （自転車専用のノ（ッグを積む） 

♦大きさ：バッグにおさまる大きさ ♦重さ： 2 k 邑まで 

〈フレームキヤリヤ積載条件> 

♦高さ：已 cm まで ♦長さ：八ンドルステムか520 cm まで 
♦幅： フレーム キヤリヤ幅まで 
♦重さ：1 k 邑まで ♦荷台用□-プで固定すること 

〈リヤキヤリヤ積載条件> 

♦高さ：1已 cm まで ♦長さ：キヤリヤ長さまで ♦幅：キヤリヤ幅まで 

♦重さ：已 kg まで ♦荷台用□-プで固定すること 

ノ（ランスを崩し、転倒するおそれびあります。 

キヤ U ヤび変形、破損するおそれびあります。 


• 荷物の運搬には、キヤ U ヤ及び専用バッグ LU 外は使用しないでください。 


I 幼児用座席のご使用について 

• この電動自転車は、幼児用座席を取付けることはできません。 


■乗車について 


A 警告 


■走行時ワイヤ錠を車輪の近くや八ンドルにぶ5さげない 

スポークに卷さ込んだり、八ンドルびと日れて転倒するおそれびあります。 


A 注意 

■スタンドを立てたまま乗車しない 

■パッテリー□ックキーを付けたまま走しない 

K 、スタンドび壊れるおそれびあります。 

キーを紛失したり、足に当たってけびをする 

V 参スタンドを上げてか5乗ましてください。 

おそれびあります。 


乗りかた 
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さあ、乗りましよう！ （2) 


■ アシストモードの切り替えかた （手元スイッチ) 

0 


スピードをだしすざない 


標準常巧速度12〜1已 km/h 


衝突や転倒による事故の原因になります。 


0 


乗車したまま段差の上0下0はしなし、 （車道か5歩道への段差等） 


スタンドび段差にひっかかり、転倒するおそれびあります。 
♦自転車から降りて、巧してください。 


アシスト「強」モード- r 標對モード-けートエコ」モードの切り替えは、電源び入っていれば、アシスト切替ボ 
タンを巧すだけで切り替え（矢印順）びでさます。 

-「強」 . 標準モードより楽に走行でさますび走行距離は短くなります。 


アシスト 

ランプ 


「標準」 . 通常はこのモードで走行します。 

I 

T 才ート王〕」 走行条件によりアシストカを自動的に変化させ、走行距離を伸ばします。 


>アシストカの変 f ヒ 


(h 


スタート 


平地 


• __ 平地 -- 

六り坂 下りお、 


平地 



お知5せ 


モード設定/走行条件 

走行を件とアシストカ 

スタート 

平地 

上り坂 

下り坂 

『強』 

強 

強 

強 

0 

『標準』 

中 

中 

中 

0 

『才ートエコ』 

中 

弱 

中 

0 


アシスト切替 
ボタン 


♦電源を入れた時は、前回電源を OFF した時のモードで起動します。±反道や重し佈物を載せて走行する時は、 
アシスト切替ボタンを巧し、「強」モードにしてください。 

♦電動八イブ U ッド自転車になれるまでは「標準」、 r オートエコ」モードで走行してください。 

♦下り坂等でペダルび軽くなると、すべてのモードで自動的にモーターび止まり無駄な電力消費を抑えます。 


乗りかた 
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こアシストモードの使いかた） 


推奨アシストモード 



楽な走行をずるには… 

♦タイヤの空気圧はいつち適切にしてください。 （1 9ページ参照） 

♦アシストモードは、±反や風の状態、体調等によって、最適の位置を選んでください。 


■ブレーキのかけかた 


の後ブレーキを先にかけてから 
②前ブレーキをかける。 





♦急な坂道のとさは、降りて巧してください。 
♦下り坂のときは、適時ブレーキをかけなび日速度び 
ですざないよラに走行してください。 


A 警告 


■雨天時や下り坂ではスピードを 
出さない 


0 


ブレーキび効さに<<、ス1」ップしやすい 
ため、衝突や転倒するおそれびあります。 


>下りあの手前では、ブレーキテストを行ってください。 

>急ブレーキをかけなくてちよいよラに、いつち前方 
にミ主意してください。 


乗りかた 
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乗ったあとの駐輪-施錠 


1 . 手元スイッチの電源を切る 

手元スイッチにある電源ボタンを巧して、電源を切る。 

残量表示ランプとアシストランプび消打する。 


2.スタンドを立てる 

スタンドを立て、スタンド □ ックをかける。 


3. ワイヤ錠で施錠ずる 


駐輪上のごま意 


♦駐輪場など、 ミ夫め 5れた場所に駐輪してください。 
♦盗難防止のため、瓜ず施錠して駐輪してくださし、。 




乗つたあと 
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ノむソテ U 一について 



U- 


■バッテリーの種類は、リチウムイオン電池でず， 

特徴 

♦メモ U —効果はありません。 

♦を期は、容量び低下し、走行距離び短くなります。 

♦バッテ U —温度び低い場合、充電時間は長くなります。 

♦ほとんどの部品び、 U サイクル巧能です。 

品番 

♦仕様表でご確認ください。 （36 ページ参照。） 


バツテリーの交換 

• お買い巧めの販売店にご相談ください。 



使巧済みの充電式 I 」チウムイオン電池は、貴重な 
資源を守るために、廃棄しないで販売店か U サイ 
クル協力店へお持ちください。 


寿命の目ま 


バッテ U - 寿命は、約300〜400回の充-放電、 

使用期間は、約]年半〜2年間です。 

(走行状況や気温 • 充電のしかた、使用期間等で異なります） 


13知らせ） 

•1 回の充電で、走行でさる距離び著しく短くなったとさび、交換の時期です。（新品時の約己0%^ソ下） 
♦バッテ U —寿命の目安と、製品の保証期間とは関係ありません。 


バツテリーの保管 


♦満充電してください。 

♦周囲気温び10で〜30での場所でなをしてください。 

♦最低3力月に]回は充電してください。 

♦バッテ U - の残量表示ボタンを巧した時に、 LED ランプびすべて点灯しない場合、保護回路び働いています。 
バッテ U - を充電してください。 


必要なとを 
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お手入れ/保管/廃棄 


■曰常のお手入れ 

♦乾いた巧やブラシで、;尼や±、ほこりを落としてください。 
洗車は、しないでください。 

♦びんこな巧れには、台所用洗剤（中性)を薄めてご使用ください。 

■ 湿気のをい所や海岸沿いでのお手入れ 

さびやすいので、お手入れの回数を、多くしてください。 


♦シンナー 等の有機ミ容剤は、使用しないでください。（塗装びはげたり、樹脂製部品び浸をされます。） 

♦サドルには、ワックスをかけないでください。（座ったときあ服び巧れたり、すべります。） 

♦雨天走行後は、前 U ム側面のブレーキシュー接触面の砂やおをふさ取ってください。（黒く変色するのを防ざます。） 

♦長期間ご使用になるとバッテ U -の取外しび固くなる場合びあります。これは、車体側接続端子の表面に巧れや 
酸化物び付着し、バッテ U —端子との滑りび悪くなるためです。ノ（ッテ U —の取外しび固くなったときは、乾いた 
巧で車体側接続端子の巧れや酸化物をふさ取ってください。このとさ、ショートするおそれびありますので、金属 
製の物は使用しないでください。 


■保管場所 

参安定のよいところ。 

•風通しびよく、湿気のかないところ。 
♦雨つゆや直射日光び当りにくいところ。 

■タイヤの保管 

空気を十分に入れてください。 

( 原] 9ページ） 



長期間保管する場合 


• ごみやほこりびつくのを防ぐため、「サイクルカバー(別売 
オプシヨン)」の使用をおすすめします。 

(バッテ I 」一の保をについては29ページをご覧 < ださい。） 


サイクルカバー （別売オプション） 

《 SAR 094 〜098 

前後据絞り（強力合成ゴム使用） 

お中央ナップ棒止め 


■廃棄ずるとき 

自転車を廃棄するとさは、お住まいの地域のルールに従ってください。 




必要なとさ 
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ま油について 


A 警告 


■ リムやブレーキシュー(ゴム部)には、 
油をつけない 


於 


このマークは、 
ま油場所を 

7 R しよ9〇 


面 


このマークは、 
ミち油禁止場所を 

术しよす。 


ご注意 


を;’由禁止 


ブレーキび効かなくなり、衝突や転倒の 
おそれびあります。 


• 油の種類は、必ず、防請潤滑剤を使用してください。 

(き用油などは、硬化するおそれびあります。） 

♦を分な油は、乾いた布でふき取ってください。 


I プレーキレパー 

〈前•後〉 


レバーの 可動部と 
ワイヤの固定部にミ主油。 
(ワイヤびさびて、切れやす< 
なるのを防ざます。） 


於•お 5 U 


讓 


キー巧にミ主油。 

(さびによる動作不具合 
を防ざます。） 


^♦スタンド 



可動部にを油。 

スタンド□ックの裏側の 
2本のカシメ部分。 

バネ引っ掛け部の上端。 



後ブレーキ 


前ブレーキ 

(ブレーキシュー） 


リム 〈前•粉 

ま油禁止 

タイヤ 〈前•後〉 

ついた油は、すぐふき取る。 

(ひび割れなどを化を防ざ 
ます。） 

チェーンケース 

ついた油は、すぐふき取る。 
(変色や塗装びはげるのを 
防ざます。） 


参テンションプ ー U — 


クランクを回しなびらミ主油。 
(サビやほこりびつくのを防 
をます。） 


参メンテナンスをする 
場合はグ U スを使用 
してください。 


テンションプー I 」 一 のノ（ネ部にグ U スを塗布。 


必要なとさ 
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定期点検/アフターサービス 


定期点検 


点検と整備は、電動八イブ U ッド自転車の大切な健康診断です。いつまでちま全にお棄りいただくために、ご使用 
後初めての初回に力月目）点検と、己力月毎の定期点検の実施をお願いします。 

♦初回に力月目）の点検と整備 

お買い巧め2力月位のご使用で、各部にねじのゆるみび 
出ることびあります。必ず、お買い巧めの販売店又は修 
理代行店で、自転車安全整備±、自転車技± (自転車組 
立整備±)、ちしくはそれと同等の技術を有する者によ 
り点検-整備をお受けください。 


> 2回目似降 （6 力月毎）の点検と整備 

を全にご愛用頂くため、必ず継続してお受け 
<ださい。 


A 警告 


■ 定期点検は、必ず実施する 


〇 


異常や故障の発見びおくれ事故の原因になります。 


■部品の交換は、次の基準で実施する 

〇 ♦ブレーキワイヤは、異常びなくても2年に1回は、交換する。 
♦タイヤは、接地面（トレッド）の溝びなくなる前に交換する。 

♦ブレーキシューは、溝の残りび、1 mm になる前に交換する。 

♦ブレーキシューは、リムにあった純正ブレーキシューに交換する。 

ブレーキび効かな<なったり、ス I 」ップのため転倒のおそれびあります。 


愛情点検 


定期点検をし、ま全走行をしましよう 




参異常音がする 

こんな症状は 

参がたつさやゆるみ 

ありませんか 

♦車輪の振れ 


♦ブレーキの効さび悪い 




♦点検-整備は、お買い上げの 
販売店で行ってください。 


ア フターヴー ビス 


■修理を依頼されるとき 


•保話期間中は、 


•保罰期間び 
過ざた後は、 


お買い巧めの販売店び、保証書の規定に従って、修理させていたださます。 
自転車に保証書を添えて、お買い巧めの販売店までお持込みください。 


お買い巧めの販売店にご相談ください。 


、必要なとさ 
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盗難補償/基準適合 TS マーク保険付き) 


盗難補償 


盗難補償制度とは、電動八イブ U ッド自転車をお買い巧めいただいたお客様を対象に、ご購入曰より2年 L ソ内に盗 
難にあわれた場合、盗難車の希望ル売価格（税込）の3□パーセントと組立手数料4.200円（税込）で、盗難車と同夕 
イプの新車をお買い巧めいただくことびでさる制度です。制度の詳細は下記の通りです。 


ご購入時、保証書のお客様欄に必要事項をご記入され、盗難補償登録カードをご提出いただいたお客様に限 
り、次の内容により盗難補償びうけ日れます。 

(1) 盗難捕償の期間と範囲 

お買い巧めの曰か日2年間の自転車（別売部品等を含む装着部品の盗難は除く）かつ、 

盗難曰より90曰じ(内に申し込みいただしすこ場合に限ります。 

(2) 盗難補償の内容 

■お客様のご負担 ①充電器を除く本体の希望ル売価格（税込み）の30% 

②組立手数料4.200円（税込み） 

(3) 盜難補償の申込み要領 

■提出書類①盗難にあった地区の警察署から交付を受けた証明になるちの 
(警察受理ナンノ (一又は盗難届出証明書等） 

② 盗難車の保証書 

③ 盗難車のキー (3 本） 

④ 盗難補償申込書（販売店び用意いたします。） 

■申込み先お買い巧めの販売店へ現金を添えて、お申し込みください。 

追って、販売店か日新車を、おミ度しいたします。 

(4) 盜難車の所有権 

盗難車び発見された場合は、その所有権は当社に帰属することを同意の上お申し込みください。 

(己）盗難捕償がでさない場合 


① （3) の書類びそろわない場合 
③補償期間び過ざている場合 

⑥ 盗難補償車び再度、盗難にあつた場合 

⑦ 盗難車び見つかり、返ってきた場合 


⑨防犯登録びされてない場合 
④景品などの贈呈品の場合 
⑥盗難補償登録カードび返送されていない場合 
⑧無施錠で盗難された場合 


ご注意 


♦生産等の都合で、同タイプの自転車をお届けでさない場合びありますことをご了承願います。 


基準適合 TS マーク(欄^付き) 


、をき馬 



t 谊管语が 
賠償責任-瘍害な険巧 （1 年間ち効） 
自転車安を費備±番号 


点検 


自転車安全整備店で点検整備を行い、基準に適合した安全な自転車にこのマークを貼る 
ことびでさます。 

江場出荷時に貼付している TS マークには、保険は付帯されていません。 （1] ページ参照。）） 
このマークには、傷書保険と賠償責任保険び付帯されており、万一の事故の際に利用す 
ることびでさます。 

保険付を TS マークの添付をご希望される方は、お買い巧めの販売店ちしくは自転車安全 
整備店 （ TS マーク取扱店）にご相談ください。 


♦点検 I ] 年 I 月 

必ず、お買い巧めの販売店に記入してちらってください。記入されていない場合は、 
補償されないときびあります。 


日び記入されていなし觸合は、 


必要なとさ 
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故障かな？！ 

まず、次の表に従ってお調べいただき、直 5 ないときは、おホめの販売店に修理をご依頼ください。 


巧処方法 ページ 


♦ 



♦バッテ u - び確実に取り付けられていますか？ 

りバッテ U —を確実に取り付けてください。 

12 〜 13 


手元スイッチのアシスト 
ランプ、夕寞量表示ランプ 
が点打しない 


♦バッテ U —の残量表示ボタンを巧した時に、2 - 4番目の 
LED ランプび点滅すれば、保護機能び働いています。 

りバッテ U —を充電してください。 



► 




♦バッテ1」一の残量表示ボタンを巧した時に、 LED ランプび 
すべて点灯しない場合、保護回路び働いています。 





りバッテ U —を充電してください。 

※充電してを表示び戻 b なし)場合は、販売店にご相談ください。 



手元スイッチの巧量表示 
ランプが早い点滅を 
したり、点なしない 

► 

♦充電びでさていますか？ 

〇バッテ U —を充電してください。 

12 〜 13 

* 

ぺ 

夕' 

ル 

び 

手元スイッチの巧量表示 
ランプとアシストランプ 
が交互に1回ずつ点滅 
する 

► 

♦ペダルを踏みなび日、電源ボタンを巧しませんでしたか？ 

^ペダルを踏まないで、電源ボタンを巧して、電源を 
入れて < ださい。 

、 

24 




重 

い 

手元スイッチの残量表示 
ランプが吕回、アシスト 


♦ 

参駆動ユニットの異常です。 

、 

ランプが1回の割合で 
点滅ずる 

r 

り販売店に修理をご依頼ください。 







手元スイッチの残量表示 
ランプは巧量を表示す 


♦駆動ユニットび過負荷のため、保護モードに入っています。 

^変速を軽にするなどを行い、軽負荷で走行してください。 
^しば日くすると正常に戻ります。 

、 


るが、アシストランプが 
点滅ずる 

r 

※保護モードに入るとアシストカび制限されます。そのまま 
走行していただいてち問題ありません。表示び戻日ない場 
合は販売店にご相談ください。 







補助（アシスト）が切れ 


♦配線びゆるんでいたり、端テびミちれていませんか？ 

、 


たり入ったりずる 

r 

り販売店にご相談ください。 







補助ヴシスト）しない 

► 

♦停止して1□分 LU 上たつてしほせんか？(才ートオフシステム） 
り電源ボタンを巧して、電源を入れ直して<ださい。 

し 

24 





[ ♦バッテ U —び正しく挿入されていますか？ 

、 




充電器のノ（ッテ U —挿入部びよごれていませんか？ 

12〜13 

巧 



りよごれを取り除き、バッテ U —を正しく挿入してください。 


1 = 1=1 

巧 



♦満充電ではありませんか？ 


で 

バッテリーの残 量 表示 


ノ（ッテ U - の残量表示ボタンを巧して、チェックして 


さ 

ランプが点なしない 

r 

〇 ください。満充電からの再充電はでさません。 


な 



一度使用してから、充電してください。 


い 



♦残量表おボタンを巧した時、 LED ランプび流れるよラに点 





滅する場合はバッテ U —の故障び考えられます。 



J 


り販売店にご相談ください。 



、必要なとさ 
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巧処方 



、 

走 


行 


距 

手元スイッチの残量表示 

離 

ランプが短い走行で点滅 

び 

を始める 

短 


い 



J 


♦充電びでさていますか？ 

♦長期間使用せずに、放置されていませんでしたか？ 

与> バッテ U —を充電してください。 

、 

12〜13 

♦初めて使用するノ（ッテ U —ではないですか？ 

〇バッテ U —を充電してください。 

12〜13 

♦道路条件や変速位置、苛酷な走行により、走行距離び、 

短くなります。 

23 

♦を期は、バッテ U —の特性上容量の低下び大きくなります。 


♦タイヤの空気圧び低下していませんか？ 

〇自転車用ポンプを使って空気を入れてください。 

19 

♦ブレーキの調整は正しくでさていますか？ 

〇ブレーキの調整をしてください。 

18 


/ 、 


♦充電中、充電器は多少熱くなります。 

、 

バッテリーや充電器が熱く 


〇異常ではありません。 


なる（発义のむ配） 

r 

♦手で触れられないほど熱い場合は、異常です。 


V_ ) 


〇ただちに使用を中止し、販売店に修理をご依頼くださし、。 

A 


/ 、 


参充電途中で電源プラグを巧さませんでしたか？ 

12〜13 



。再度充電してください。 

充電が完了したのに残量 
表示ランプび己個全部点な 
しない 


♦充電器の端テび巧れていませんか？ 


► 

〇乾いた布等で清掃してください。 




♦長期間使用されたノ（ッテ U —ですか？ 


\_ ) 


〇バッテ U - の寿命です。販売店にご相談ください。 



ペダルに振動を感じる 


、 I 


♦ペダルに足を乗せた状態での停車時に振動を感じる場合び 
ありますび、モーター固有の特性ですので、故障ではあり 
ません。 


1 


おぼえのため、記入されると便利です。 


販売店名 

電話 （ ） 一 

品 番 

車体番号 

キー番号 

防犯登録き号 


必要なとさ 
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全 長 


♦乗車適応身長は、個人差びありますので、目安としてください。 

♦寸法や質量等の値は、部品のば日つさや仕様変更により、誤差び生じる場合びあります。 

♦仕様変更などにより写真、イラストや内容び一部実車と異なる場合びあります。 

♦バッテ U - 寿命は、約300〜400回の充.放電または、約]年半〜2年び目安です。 

このときのバッテ U —容量は、初期の約己0 %に低下します。（保証回数•期間ではありません。） 

参この車種は、棄員体重を日已 k 吕で基本設計しています。 

従って、著しくオーバーした体重の方び常用された場合は、各部の消耗度合、劣化度合び大きくなります。 
走行距離ち、『標準モード走行』に対して短くなります。 


全 巾 
サドル高 
ま タイヤ 

軸間距離 
総車両質量 
フ レー iA 
八ンドルバー 
U フレクタ 
スタンド 
補助速度簡囲 
充電1回の走行距離 
(標準モード走行） 
モー ター开ミ式 
定格出力 
補助力制御方式 
バッテリー品番 
種類 
容量 

_ 質量 

充電器 品番 
形式 
電源 

充電時間 

!雲電力 

_待機消費電力 

駆動ち式 
制動装置前輪 
後輪 
照明装置 
施錠方式 
乗車適応身長 


八ンドル 


_已70 mm _ 

740 mm 〜日〇已 mm 
20 X 2.12 已 HE 
1,080 mm 
1日-巨 kg 

オリジナル フレーム 
UPA ンドル 

•後キヤリヤ•前後車輪に取付 
1本スタンド 
24 km / h 未満 

44 km 


直流ブラシレスモーター 2已 0 W 

踏力比例制御 
NKY 219 B 02 
リチウムイオン電池 
26 V -4 Ah 
約 1.3 kg 
NKJ 033 

スイッチング-レギュレーター式•スタンド型 
AC 100 V (已〇 Hz / 巨0 Hz ) 

約 2.5 時間 
約0.7 kg 
約80 W 
約1.已 W 
インラインドライブ 

_サイドプル式キャリパーブレーキ_ 

V ブレーキ 
乾電池式前照な 
ワイャ錠 
139 cmlU 上 


1,600 


BE - EPZ 01 



必要なとを 
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メモ 





















































